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コミュニティ・スクール
における

学校安全のススメ

文部科学省総合教育政策局
男女共同参画共生社会学習・安全課

安全教育調査官 木下 史子

愛媛県中予教育事務所 ２０２６年８月２８日
＠中予地方局

学校安全の意義

学校という場において、児童生徒等が生き生
きと活動し、安心して学べるようにするために
安全を確保されることが不可欠の前提となる。

生涯にわたって健康・安全で幸福な生活を送
る基礎を培う。

進んで安全で安心な社会づくりに参加し、貢献
できる資質・能力を育てる。

① 全ての児童生徒等が、自ら適切に判断し、主体的に行動できる
よう、安全に関する資質・能力を身に付けることを目指す。

② 学校管理下における児童生徒等の事故に関し、死亡事故の発
生件数については限りなくゼロとすることを目指すとともに、負傷・疾
病の発生率については障害や重度の負傷を伴う事故を中心に減
少傾向にすることを目指す。

目指す姿

総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課

学校安全の体系

学校健康教育の三領域 学校保健 学校給食 学校安全

学
校
安
全

心身の安全管理

生活や行動の安全管理

学校環境の安全管理

対人管理

対物管理

安全教育

安全管理

組織活動
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総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課

各教科

総合的な学習の時間、総合的な探究の時間

特別活動(学級活動・ホームルーム活動、学校行事、児童会活動・生徒会活動・クラブ活動)

日常の学校生活での指導や個別指導

教職員の組織、協力体制の確立（役割の明確化）

家庭との連携

地域の関係機関・団体との連携及び学校間の連携

学校安全委員会（学校安全に関する連携会議）

Ｐ12「⽣きる⼒」の
参照ページ

特別の教科 道徳

総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課

学校安全の３領域

生活安全 交通安全 災害安全

日常生活で起こる
事件・事故

誘拐や傷害などの
犯罪被害防止

日常生活で起こる
事件・事故

誘拐や傷害などの
犯罪被害防止

危険な場面
事故防止
安全な歩行
自転車・二輪車
等の利用

危険な場面
事故防止
安全な歩行
自転車・二輪車
等の利用

地震、津波災害
火山災害
風水（雪）害
火災

原子力災害 等

地震、津波災害
火山災害
風水（雪）害
火災

原子力災害 等

新たな危機事象
スマートフォン、SNSの普及に伴う犯罪被害
学校への犯罪予告やテロ、国民保護法関係

生命（いのち）の安全教育
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第１章 総則
第３条（国及び地方公共団体の責務）
○国は、各学校における安全に係る取組を総合的かつ効果的に推進するため、学校安全の推進に関する計画
の策定その他所要の措置を講ずる。

→「第３次学校安全の推進に関する計画」（令和４年３⽉２５⽇閣議決定）
５年間（R4〜R8）学校安全の推進に関する施策の基本的方向と具体的な方策を明示

第２６条（学校安全に関する学校の設置者の責務）
○学校の設置者は、設置する学校の施設及び設備並びに管理運営体制の整備充実その他の必要な措置を講ず
るよう努める。
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第27条（学校安全計画の策定等）
○各学校は、学校の施設設備の安全点検や通学を含めた学校生活その他の⽇常生活における安全に関する指
導、職員の研修等について盛り込んだ学校安全計画を策定し、職員の共通理解の下で、計画に基づく取組を
進める。

第28条（学校環境の安全の確保）
○校⻑は、当該学校の施設⼜は整備について、児童生徒等の安全確保を図る上で 支障となる事項があれば、
遅滞なく、その改善を図るために必要な措置を講じる。

第29条（危険等発⽣時対処要領の作成等）
○各学校は、学校独自の危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）を作成するとともに、校⻑は、教職
員に周知し、危険等発生時に備えた訓練を実施する。

第30条（地域の関係機関等との連携）
○各学校は、児童生徒等の安全確保を図るため、保護者との連携を図るとともに地域社会（警察署その他の
関係機関、地域の安全活動を⾏う団体等）との連携・協⼒を図る。

総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課

Ｐ１４・１５

学校保健安全法（昭和33年法律第56号）平成２１年4月１日施行

第３章 学校安全

計画に含まれる項目

①学校の施設設備の安全点検

②通学を含めた安全指導

③職員の研修等 （法27条）

学校安全の領域

生活安全

交通安全

災害安全

学校安全の構造

安全教育

安全管理

組織活動

【学校保健安全法】
（学校安全計画の策定等）
第27条 学校においては、児童生徒等の安全の確保を図るため、当該学校の

施設及び設備の安全点検、児童生徒等に対する通学を含めた学校生活その他
の日常生活における安全に関する指導、職員の研修その他学校における安全に
関する事項について計画を策定し、これを実施しなければならない。
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学校安全計画の策定
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安全点検 安全点検 安全点検

4月⇒３月

理
科

保
健

社
会

社
会

総合的な学習の時間

学校安全計画（例）

総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課

第29条 学校においては、児童生徒等の安全の確保を図るため、当該学校の実情に応じて、
危険等発生時において当該学校の職員がとるべき措置の具体的内容及び手順を定めた対
処要領（次項において「危険等発生時対処要領」という。）を作成するものとする。

２ 校長は、危険等発生時対処要領の職員に対する周知、訓練の実施その他の危険等発生
時において職員が適切に対処するために必要な措置を講ずるものとする。

３ 学校においては、事故等により児童生徒等に危害が生じた場合において、当該児童生徒
等及び当該事故等により心理的外傷その他の心身の健康に対する影響を受けた児童生徒
等その他の関係者の心身の健康を回復させるため、これらの者に対して必要な支援を行うも
のとする。この場合においては、第10条の規定を準用する。
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危険等発生時対処要領 Ｐ７０～

危機が一旦収まった後、心のケアや授業再開など通常の
生活の再開を図るとともに再発の防止を図る 事後の危機管理

事件・事故災害の発生時に適切にかつ迅速に対処し、
被害を最小限に抑える 発生時の危機管理

事前の危機管理安全な環境を整備し、事件・事故災害の発生を未然に防ぐ

■ 三段階の危機管理に対応した安全管理と安全教育

5 6
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「学校の危機管理マニュアル作成の手引」 全体構成図

学校における危機管理

「事前の危機管理」がその後の対応全てにつながります。いつ起こるか分からない事故等にきちんと備えることが重要です。

個別の危機管理事前の危機管理 予防する 命を守る 復旧・復興する

実際の対応時は、マニュアルを見る余裕はありませんが、
教職員の適切な判断と指示が必要です。事前に全教職員
がしっかりと理解しておくことが大切です。

緊急事態の発生

3-1事故等発生時の対応の基本

3-2様々な事故への対応

3-3不審者侵入への対応

3-4登下校時の緊急事態（不審者事案）への対応

3-5交通事故への対応

3-6気象災害への対応

3-7地震・津波への対応

3-8新たな危機事象への対応

3-93-9●幼稚園等における留意点

3-103-10●特別支援学校等における留意点

3-113-11●寄宿舎における留意点

2-2点検

2-3避難訓練

2-5安全教育

2-4教職員研修

体
制
整
備

2-1

●計画的な点検の実施
●事故等情報を生かした点検
●関係機関と連携した点検

●目的を明確化した点検
●地域関係機関等と連携した
訓練

●学校安全の中核となる教員
の育成と校内研修の充実

●安全に関する資質・能力の
育成

●教育活動を通じた取組
（地域安全マップの作成）

事後の危機管理

4-1事後の対応

4-3調査・検証・報告・再発防止等

4-2心のケア

●児童生徒等の安否確認
●引渡しと待機
●教育活動の継続

●健康観察によるストレス症状等の
把握と対応

●調査による原因究明
●調査結果に基づく再発防止策

●保護者等への丁寧な説明と継続
的な支援
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総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課

マＰ４・５
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学校の危機管理マニュアルの作成・見直し

危機管理マニュアル作成・
見直しの参考資料

・毎年の訓練等の結果、検証
・全国の学校等で発生した重大事故
・校内等で発生したヒヤリハット事例
も踏まえ、
自校の状況に照らして、
検討していくことが必要。

事故等の発生の際に、教職員の迅速かつ適切な対応が、

組織的に行われるように実効性のある危機管理マニュア

ルに改訂することが重要
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⼤川⼩学校 津波訴訟
（令和元年10⽉10⽇最⾼裁決定）

大川小は、危機管理マニュアルに、津波警報
時の避難先・避難経路・避難方法を定める義
務があったが、それを怠った。

市教育委員会は、同小の危機管理マニュア
ルに不備がある場合は是正を提示・指導す
べき義務があったが、それを怠った。

学校の危機管理マニュアルに避難先・避難経
路・避難方法を定めていれば、児童の被災・
死亡は回避できた。 NITS 令和7年度学校安全指導者養成研修

（首藤由紀 氏）講義資料

命を守れる避難訓練をやってますか？

災害はおきない
（自分の学校は大丈夫）

最悪の事態
（怪我人・停電・悪天候）

考える場面はあるか

毎年同じ

防災教育としての避難訓練

9 10

11 12
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「避難訓練」は､消防法・学校保健安全法・学習指導要領の意義や目的を踏まえて

【消防法】
防火（防災）管理上必要な業務
として行う学校教職員の活動

消火、通報及び避難等の訓練実施

【学習指導要領】
特別活動のねらいに則した

児童生徒の活動
【特別活動の目標】

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ,様々な集団活動
に自主的,実践的に取り組み,互いのよさや可能性を発揮しながら集団や
自己の生活上の課題を解決することを通して,次のとおり資質・能力を育
成することを目指す。

学級活動
（2） 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康

安全
イ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成
現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進するこ

とや、事件や事故、災害等から身を守り安全に行動するこ
と。

学校行事
（3） 健康安全・体育的行事
心身の健全な発達や健康の保持増進,事件や事故,災

害から身を守る安全な行動や規律ある集団行動の体得，
運動に親しむ態度の育成，責任感や連帯感の涵（かん）
養，体力の向上などに資するようにすること。

【学校保健安全法】
第27条 学校安全計画の策定

・児童生徒等に対する通学を含めた学校生活
その他の日常生活における安全に関する指
導計画策定

第29条危険等発生時対処要領の作成等

・校長は、危険等発生時対処要領の職員に対
する周知、訓練の実施その他の危険等発生
時において職員が適切に対処するために必
要な措置を講ずる
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学校における「避難訓練」の考え方

避難訓練など安全に関する行事については，表面的，形式
的な指導に終わることなく，具体的な場面を想定するなど適
切に行うことが必要である。（小特活解説）

令和の日本型避難訓練

大人も子供も
一緒に考える

チームビルディング
何でも言える職場

生徒企画型

正解→納得解
予測困難な事態

失敗してよい避難訓練

学校間連携
（地域・中学校区）

学級経営
思いやり・助け合い

出典：令和８年2月１６日教育課程部会特別活動ワーキンググループ資料１ 出典：東日本大震災 釜石市教訓集「未来の命を守るために」

奇跡ではない釜石の学校の軌跡
【釜石東中学校２年生 】
考える避難訓練
けが人、リアカー、荷物

体験型で楽しい訓練
先生も一緒に楽しんでいた
普段の学習とはちょっと違う

地域の人と一緒に学ぶ防災

【釜石小 校長】
防災マップ、下校時避難訓練
津波防災教育

学校で学んだことを実行した児童
（覚えてたこと、助けあえたこと）
当たり前のことが身に付いていた
当たり前のことを指導していた

13 14
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17

実践的な防災教育の手引き

総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課

小・中合同避難訓練
（地震・津波想定）

避難訓練（火山噴火想定）

「実践的な防災教育・避難訓練について」
避難訓練の見直し

事前学習 実際の訓練 振り返り

社会科「くらしを支える情報
（緊急地震速報について）」

大きな揺れがあっ
たら、どこが、ど
のくらい危険だろ
うか？

身を守る練習
ショート訓練

・子供たち自身に
よる振り返り

・学校に加え、保護
者、地域の方々か
らの評価

・専門家からの助言

・停電時、ケガ人の発生、大
きな余震等を想定した訓練
・登下校時の避難訓練
・保護者引き渡し訓練
・気象災害に備えた避難訓練
・地域住民との合同の訓練

など

教科等横断的に

その身の守り
方よかったね

もっと、こうした
方がいいんじゃ
ない？

18

「落ちてこない」「倒れて
こない」「移動してこな
い」ところで身を守る

様々な状況を想定

緊急地震速報報知音の活用

19

学校のフェーズフリー

日常と非日常
２つのフェーズから
フリーになってみる 友達が泣いたり、

大丈夫だよと

言ったりして。

震災遺構 石巻市立門脇小学校

放送は黙ってきく

指示聞こえなかったら死ぬ
命にかかわるというのを

学んでた（児童）

避難訓練の積み重ねと
子どもたちの主体性
を育んだ縦割り活動

縦割り班活動
全学年地区別班

週１「健やかタイム」、行事

日和山へ避難中６年生が
下の学年の子を世話をし
たり、元気づけたりと、
日頃の縦割り班活動が

活かされた

17 18

19 20
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21

安全
について
考えてみる

～安全って誰がつくる？～

22

学校安全計画 安全点検

危険等発生時対処要領
（危機管理マニュアル）

危険等発生時
に備えた訓練

安全な学校

23

元気な姿→突然倒れる
息をしている 脈がある →願い

学校
安全

学校地域 保護者

学校運営
協議会

21 22

23 24



2026/8/19

7

スイスチーズ
モデル

事故発生の原因を説
明するモデル。
多重の安全対策（防御
壁）の必要性
欠陥（穴）があると連
鎖して事故に至る、と
いう仕組みを示して
いる。

学校運営協議会✕子供も参加の防災熟議
岡山県浅口市立寄島小学校（令和２、４年度）
・垂直避難から水平避難（５キロ先の避難場所）→代替の候補地を選定する必要。
・学校運営協議会で「避難場所」「避難経路」等を協議し、地域住民からの意見を伺
う。拡大学校運営協議会で熟議を行う。
・学校職員、浅口市防災担当、片本地区住民と街歩き→子供が安全に避難するため
の場所を確保するためには、畑や駐車場、空き地等を借りる必要がある。
・地域と合同避難訓練。全戸チラシ配付→別地区からも要望あり。

総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課

専門家 負担軽減 子供

PTA・地域 PDCA 実効性

活動の概略

• 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）と連動させた学校支援ボラン
ティア（人財バンク）の専門部「安全サポート部会」に所属する地域住民
等が安全点検を実施している。

• 人材バンクには安全分野の知見を持つ方が登録されている。

• 学校支援コーディネーターが、人財バンク（地域住民）の協力を得るな
どにより持続可能となり、教職員の負担軽減にもつながっている。

活動内容

◎子供たちの安全確保に地域住民等の力を生かす学
校支援ボランティア（人財バンク）

• 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）と連動させた学校支援ボラ
ンティア（人財バンク）の専門部の１つに「安全サポート部会」を設け、
２０名（令和６年１月３０日現在）の地域住民等が登録している。

• 毎月の教職員による点検に加え、この「安全サポート部会人財バンク」
に登録する地域の方々が、校地や校舎に危険な箇所はないかを、細か
く点検している。

• 人財バンクによる安全点検の目的は、児童の安全・安心の場の保障
であり、教員による毎月の安全点検に加え、外部の方による点検を行
い複数の目で点検を行うことによって、チェック機能が高まっている。

• 点検後には、学校と点検結果を共有するとともに、次回の重点的に点
検する箇所を意見交換しながら決定している。また、指摘された危険
箇所等は、校長・教頭・主幹教諭等が再度点検するとともに、必要に応
じて、市教委に報告し、修繕・撤去等の対応をしている。

◎人財バンクには安全分野の知見を持つ方も登録
• 登録いただいている方は、地域住民、保護者などで、保護者は、親の
立場で子供の目線を考え、細やかな視点をもって点検している。また、
地域住民には、電気・土木・防災関係で活躍されている方々がおり、そ
れぞれの専門的な視点で点検している。

東松島市立赤井南小学校
所在地 ：宮城県東松島市
学校種別 ：公立小学校
児童数 ：２８７名
教職員数 ：２７名

「地域住民」の協力を得て実施する安全点検
の持続可能な取組

導入・運用時の課題と工夫

【人財バンクによる安全点検を実施してきた成果】

• 指摘を受けて改善した箇所では、児童のけがは起きていない。

• 教職員の慣れにより、見逃しを防ぐこと。いつもそこにあるから、何も起きていない
から大丈夫というバイアスが働くことを防いでいる。

• 児童の安全・安心な場所を守るという教職員の意識が向上した。

• 子供たちが、自分たちの学ぶ場を見守ってもらえているという安心感を抱いている。

教職員にはない視点で点検してもらえることで、
学校安全の質の向上につながっている。

教職員による点検の視点と人財バンクの方々によ
る点検の視点を重ね合わせて、密度を濃く子供の
安全を守れるように心がけています。

教頭

【事例取組展開例】
●「安全サポート部会人財バンクを活用した安全点検の取組」
令和５年度「未来へつなぐ学校と地域の安全フォーラム」発表映像

◎人財バンク（地域住民等）の協力を得
て教職員の負担も軽減

• この組織を効率よく動かすことができるのが、「学校支
援コーディネーター」の存在である。

• 毎月の、人財バンクの地域住民等に安全点検の協力
を得ることを、「学校支援コーディネーター」が担ってい
ることで、活動が容易で持続可能となり、教職員の負
担軽減にもつながっている。人財バンクの方々に「木の内部が朽ちていて、

倒木のおそれがある。」と指摘を受け、すぐに
教育委員会に連絡し、伐採

27 28

安全
について
考えてみる

～安全って誰がつくる？～

25 26

27 28



2026/8/19

8

安全教育の目標
日常生活全般における安全確保のために必要な事項を実践的に理解し、自

他の生命尊重を基盤として、生涯を通じて安全な生活を送る基礎を培うととも
に、進んで安全で安心な社会づくりに参加し貢献できるように、安全に関する
資質・能力を育成する。

■ 目指すべき姿

総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課

現代的諸課題に対応して求められる資質・能力の一つ

生きて働く知識・技能の習得
未知の状況にも対応できる

思考力・判断力・表現力等の育成

安全に関する様々な課題に関心をもち，主
体的に自他の安全な生活を実現しようとし
たり，安全で安心な社会づくりに貢献しよう
としたりする態度を身に付けていること。

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

様々な自然災害や事件・事故等の危険性，
安全で安心な社会づくりの意義を理解し，
安全な生活を実現するために必要な知識
や技能を身に付けていること。

自らの安全の状況を適切に評価するとと
もに，必要な情報を収集し，安全な生活を
実現するために何が必要かを考え，適切
に意思決定し，行動するために必要な力を
身に付けていること。

Ｐ27

29

学校
安全

学校地域 保護者

安全な生活
を送る

基礎を培う

学校
教育

家庭
教育

社会
教育

安全
教育

安全で安心な
社会づくりに
参加し貢献

ある子供の一日
©大阪教育大学

29 30

31 32
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東京消防庁 B-VRビーバー

東京消防庁 ビーバー その時、いのちを
に B-VR | 東京消防庁

東京B-VRで考える→我が家の危険と安全を考える

保護者が考えた
家の安全な場所

安全が増えた！

参観日

社会教育（公民館）✕学校教育

36

岡山市立高島公民館の事例
・ 小学校６年理科「変わり続ける大地」の授業で地区のハザードマップを確認する。
・ 公民館講座で「災害想像ゲームDIG」を通じて、自分たちの住む地域の特性や災
害リスクを理解する。町内会長等の地域住民から、過去の被災状況等を保護者と
一緒に聞く。

33 34

35 36



2026/8/19

10

非常持ち出し袋×ひとりで避難訓練 社会に開かれた教育課程

学習指導要領 前文
教育は，教育基本法第１条～ 第２条～（中略）
これからの学校には，こうした教育の目的及び目標の達成を目指しつつ，一人一人の生徒が，
自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な
人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓らき，持続可能な社会
の創り手となることができるようにすることが求められる。このために必要な教育の在り方を具体
化するのが，各学校において教育の内容等を組織的かつ計画的に組み立てた教育課程である。
教育課程を通して，これからの時代に求められる教育を実現していくためには，よりよい学校教
育を通してよりよい社会を創るという理念を学校と社会とが共有し，それぞれの学校において，
必要な学習内容をどのように学び，どのような資質・能力を身に付けられるようにするのかを教
育課程において明確にしながら，社会との連携及び協働によりその実現を図っていくという，社
会に開かれた教育課程の実現が重要となる。
学習指導要領とは，こうした理念の実現に向けて必要となる教育課程の基準を大綱的に定め
るものである。学習指導要領が果たす役割の一つは，公の性質を有する学校における教育水準
を全国的に確保することである。また，各学校がその特色を生かして創意工夫を重ね，長年にわ
たり積み重ねられてきた教育実践や学術研究の蓄積を生かしながら，生徒や地域の現状や課
題を捉え，家庭や地域社会と協力して，学習指導要領を踏まえた教育活動の更なる充実を図っ
ていくことも重要である。
生徒が学ぶことの意義を実感できる環境を整え，一人一人の資質・能力を伸ばせるようにして
いくことは，教職員をはじめとする学校関係者はもとより，家庭や地域の人々も含め，様々な立場
から生徒や学校に関わる全ての大人に期待される役割である。

学校
安全

学校地域 保護者

入口は学校
出口は

家庭・地域

学校
教育

家庭
教育

社会
教育

安全
教育

学びを
デザインする

のは学校

37 38

39 40
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41

三鷹四中卒業を祝う会

総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課

大分県佐伯市

42

防災マイプロ×防災士会 ＠飛騨市立古川中学校

43

石川県能登町小木中学校（現在 廃校）

44

41 42

43 44
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45

国民一人一人が災害を我が事として捉え、

発災時の適切な行動によって自らの命を自ら
守り抜くことができるよう、防災に関する国民の

行動変容を促すべく、防災に関する
普及啓発・防災教育を推進する。

参画
クマに出会わないために
（子供たちと確認したいポイント）
もしも、クマに出会ってしまった
時の落ち着いて行動するための
対処法
学校・保護者・地域の皆さまへの
お願い

事故や事件、自然災害が発生する日本。
児童生徒等自身に「生き抜く」とともに
「安全な社会をつくる」ための知恵と行
動力が身につく安全教育が重要

児童生徒等の命を預かっているという自
覚を再認識した学校の安全管理の徹底

＝

「生き方」を学ぶ安全教育

47

日本で生活するための「生き方」を学ぶ学校安全

総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課

45 46

47


